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１．事業概要 

 

  １）事業者名及び代表者名 

     吉田紙器工業 株式会社 

     代表取締役社長   吉田 修 

 

  ２）所在地 

    〒370－0614 

    群馬県 邑楽郡 邑楽町大字赤堀字鞍掛 4119番 3 

 

  ３）環境管理責任者及び事務局 

     EA-21責任者 ： 営業部主任  谷津 卓哉 

     EA-21事務局 ： 常務取締役  吉田 益美 

  

  ４）連絡先 

     連絡担当者：吉田 益美（EA21 事務局） 

     TEL  ： 0276-70-2811 

     FAX  ： 0276-70-2813 

     E‐mail： ｙｓｄ-ｇｙｏｍｕ1＠ｙｏｓｈｉｄａｓｈｉｋｉ．ｊｐ 

  

  ５）事業活動の内容 

    ・ダンボール製品の設計、製造・印刷及び販売 

    ・梱包資材の販売  

 

 ６）事業規模 

 

項目 単位 2020年（第 56期） 2021年（第 57期） 2022年（第 58期） 

主要製品生産量 ㎡ 5,179,937 5,374,068 5,673,069 

従業員数 人 27 26.5 25.5 

床面積 ㎡ 3,542 3,542 3,542 

敷地面積 ㎡ 6,943 6,943 6,943 

売上高 百万円 590 614 645 

 

7）認証登録範囲 

 

 ．全社・全活動を対象範囲としています。 

 

 ・レポート対象期間：２０２１年１０月～２０２２年９月 

 

 ・レポート発行日：２０２２年１１月２９日 
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8）推進組織図 

 

承認（社長） 作成（ＥＡ責任者）

役員 2 名
管理職 3 名
一般 14 名

パート・人派 6.5 名
合計 25.5 名 制改訂履歴

委員長 吉田　修 事務局長 吉田益美
ＥＡ－２１責任者 谷津　卓哉 副事務局長 増田由美子
営業・業務Ｇ責任者 北山　守  
プリンターＧ責任者 高木正和
仕上Ｇ責任者 須永清明
配送Ｇ責任者 増田敏
事務局 吉田益美

責任者 北山　守 責任者 高木正和 責任者 須永清明 責任者 増田　敏
副責任者 吉田益美 副責任者 鈴木秀夫 副責任者 茂木一夫 副責任者 長沢和広

谷津卓哉 菊地俊行 メンバー 松澤隆一 畑山光夫
増田由美子 布施和男ﾊﾟﾄ 森島　誠 蓮見英樹
関根あけみ ﾊ　ｸｱﾝ派 平井昭彦 澁澤圭吾
田代節子ﾊﾟﾄ ｼﾝ派 ﾁｬﾑ派

ｿﾄ派
香取くに江PM

メンバー

２　問題点の是正処置

１　環境経営計画の実施 　　(燃料使用量の削減）

（廃棄物の削減）

　　（水資源使用量の削減）　（電気使用量の削減）
１　環境経営計画の実施

２　問題点の是正処置

谷津　卓哉

吉田紙器工業株式会社　ＥＡ－２１推進組織図

吉田 吉田益

２００６年４月２１日　制定

３　代表者による全体の評価と見直し

４　環境経営レポートの承認
５　環境経営目標及び環境経営計画の承認

１　ＥＡ－２１システムの確立、実施推進、維持管理

２　環境への負荷及び取組への自己チェックの実施

人員 １　環境経営方針の策定

２　経営資源の準備
代表者

吉田　修

ＥＡ－２１責任者

ＥＡ－２１事務局

４　環境文書及び記録の作成、管理

３　環境経営目標及び環境経営計画の策定

４　環境経営レポートの作成

５　ＥＡ－２１に関する実績把握と報告

６　ＥＡ－２１環境経営マニュアルの作成

2022年11月1日　改定

配送グループ

１　環境経営計画の実施

鞍掛工場

営業・業務グループ

ＥＡ－２１委員会
１　ＥＡ－２１責任者の補佐業務

２　環境関連法規の取りまとめ及び遵守状況確認
３　教育、訓練、計画の策定と実施（緊急時対応訓練・テスト含む）

１　環境経営目標及び環境経営計画の結果確認

５　その他ＥＡ－２１に関する業務

２　ＥＡ－２１に関する審議

２　問題点の是正処置

２　問題点の是正処置

仕上グループ

１　環境経営計画の実施

プリンターグループ

(ｸﾞﾘｰﾝ購入の促進）

メンバー

　(環境に優しい製品提案）

メンバー
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２．環境経営方針 

 

①
②
③
④

①
②
③
④

環境経営方針

吉田紙器工業株式会社は、段ボール製品を製造販売し「利益を得て」おります。段ボールは
パルプより製造され、パルプは木材より製造されます。自然環境が保たれなければ「利益を得
られなくなる」事を常に考えなければなりません。従って、私たちの住むかけがえのない地球、
日本、地域等の環境を守り、保ち、向上させることが、私たちの社業の発展に繋がると信じ、事
業活動の全てが環境保全に繋がると考え、自然に慈しみと思いやりを持った経営と行動に努
め、広く国際的・社会的・地域的に貢献いたします。

1
事業活動の全ての分野を通じて環境経営マネジメントシステムを構築し、環境経営目
標・環境経営計画を定めて継続的な改善に努めると共に、安全・品質等の改善も全て
環境保全に繋がると考え、全てのマネジメントシステムの中心をＥＡ２１とし運用していく。

2
環境関係は基より、社会的責任を自覚し、全ての法令・規則・条例・差別・ハラスメント禁
止・を遵守すると共に、国際的機関・行政機関・団体・地域等の要請に協力し、ＳＤＧｓ活
動に賛同いたします。

3
事業活動において環境に与える影響を削減しつつ効率化を計る為、次の事項に対して
優先的に取り組みます。

設備・空調・車両の運転による、電気・燃料使用量の削減
事業活動から排出される産業廃棄物の削減
事業活動による水使用量の削減
環境に配慮した設備を導入しつつ効率化を行う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田紙器工業株式会社

4
生産活動での使用物品・事務用品等グリーン購入に努め、循環型社会の実現に貢献い
たします。

5
営業活動での環境に優しい製品のお客様への提案に努め、循環型社会の実現に貢献
いたします。

6 環境保全向上に関する勉強を行い、国際・社会・地域的な貢献活動に努めます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　吉田　修

児童労働の禁止
強制労働の禁止
雇用及び職業における差別の撤廃
結社の自由と団体交渉権の尊重

7
環境保全向上に関する事柄に留まらず、全ては環境保全に繋がると考え、広く勉強を行
い、国際・社会・地域的な貢献活動に努めFSC認証活動に賛同いたします。

この環境経営方針は全社員に周知を徹底するとともに、社外へも公開いたします。

制定日２００６年６月２１日

改定日２０２２年２月３日
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３． 環境経営目標 

 

   今年度の環境経営目標は、2021 年度の実績値を基準値とし、電力使用量と燃料使用量については二酸化炭素排出

量に換算して目標として以下のように設定いたしました。 

              *二酸化炭素排出係数は令和元年度東京電力 調整後排出係数 0.445Kｇ-CO2を使用 

 

１）環境経営目標 

取組項目 2021年度実績（基準値） ﾚﾎﾟｰﾄ対象期間目標

（22年度） 

次年度目標 

（23年度） 

中期目標 

（24年度） 

１．電力使用量の

削減 

総電気使用量 

173.95Kｇ-CO2/１万㎡ 

（2021実績値） 

0％削減 

173.95Kg-CO2/1 万㎡ 

0.5％削減 

173.08Kg-CO2/1 万㎡ 

0.5％削減 

172.21Kg-CO2/1 万㎡ 

２．燃料使用量の

削減 

トラック・営業者使用燃料 

（ガソリン・軽油の削減） 

93.69Kg-O2/１万㎡ 

（2021年度実績値） 

0％削減 

93.69Kg-CO2/1 万㎡ 

0.5％削減 

93.22Kg-CO2/1 万㎡ 

0.5％削減 

92.76Kg-CO2/1 万㎡ 

３．廃棄物の削減 総廃棄物量の削減 

（段ボールを除く） 

7.41ｔ 

（2021年度実績値） 

１％削減 

7.34ｔ 

0.5％削減 

7.30ｔ 

0.5％削減 

7.26ｔ 

４．水資源使用量

の削減 

年間水資源総使用量 

350 ㎥ 

(2021年度実績値) 

１％削減 

347㎥ 

１％削減 

343㎥ 

１％削減 

340㎥ 

５．グリーン購入

の促進 

 

3品 ３品目増 ３品目増 ３品目増 

６．環境に優しい

製品の提案推進 

 

3件 ３件 ３件 ３件 

 

 

＊電力使用量と燃料使用量の削減については、2021年度比１００％で目標設定いたしました。 

   （コロナの影響により、生産量回復が 100％ではないため） 

） 

【化学物質削減】 

取組の必須項目である化学物質使用量削減については、当社 PRTR法対象物質の取扱いはボンドが該当します。 

ボンド（酢酸ビニル含有）については、代替品がないのと使用量が少ないので環境目標には上げていませんが、 

管理は継続していきます。 
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４． 実績  

 

 環境経営目標に対する達成状況は以下の通りです。 

※１. 実績値は、２０２２年度活動期間（10月～9月）と基準年度２０２１年度の値とを比較する。 

※２ 電気、燃料使用量の単位量は、材料購入量１万㎡当たりの二酸化炭素排出量値とする。 

 

 

  取組項目 21年度（基準値） 22年度（実績） 目標達成率  判定 

電力使用量 

０％削減 

総電気使用量 

173.95Kg-CO2/１万㎡ 

 

 

177.74Kg-CO2/１万㎡ 

 

97.9% 

 
 

  取組項目 21年度（基準値） 22年度 達成率  判定 

燃料使用量 

トラック・営業車燃料 

０％削減 

トラック・営業車使用燃

料（ガソリン、軽油） 

93.69Kg-CO2／１万㎡ 

  

85.32Kg-CO2／1万㎡  

 

110％ 

 

 

  取組項目 21年度（基準値） 22年度 達成率  判定 

廃棄物の削減 

1％削減 

総廃棄物量の削減 

（段ボールを除く） 

7.41ｔ 

   

10.37ｔ 

   

70.8％ 

 

 

  取組項目 21年度（基準値） 22年度 達成率  判定 

水資源使用量の削減 

1％削減 

水資源使用量の削減 

350㎥ 
     359㎥ 

     

96.7％ 

 

 

取組項目 21年度（基準値） 22年度 達成率 判定 

ｸﾞﾘｰﾝ購入の促進 

   3 品目増 

ｸﾞﾘｰﾝ購入、環境配慮型

製品購入促進 

   3品目 

ｴｱｺﾝ 4 台入替 

携帯電話 12 台入替 

ﾋｰﾀｰ 2 台購入 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙはかり台 2 台購入 

     

133％ 

 

 

取組項目 21年度（基準値） 22年度 達成率 判定 

環境に優しい製品の推

進提案 

    3件 

環境に優しい製品の設

計提案 

    3件 

・化成品→ｵｰﾙ段ボール化 

・OPP ﾃｰﾌﾟ→撥水段ボール 

・樹脂箱→段ボールｹｰｽ 

・クラフト梱包→段ボール化 

     

133％ 

 

 

＊２０２２年度の二酸化炭素排出量は、１４９２８７．７７ Ｋｇ－ＣＯ2 です。 
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５． 環境経営計画の取組結果と評価、次年度取組内容 

 

当社は、事業活動における環境への負荷を低減するために、以下の通り活動を実施しており、その達成状況や活

動の実施状況を委員会にてフォローしております。 

   活動内容詳細については、環境活動計画書（別紙）のとおりです。 

   2021年度を基準とし、2022年度（2021.10～2022.9）の実績評価を行いました。 

 

取組み計画 達成状況 評価（結果と今後の方向） 

電気使用量の削減 

1.空調温度の適正化（冷房 29℃暖房

19℃） 

2.生産工程の待機時間短縮および残

業時間の削減 

3.不必要な場所の消灯、ﾃﾞﾏﾝﾄﾞｺﾝﾄﾛｰ

ﾙ管理 

4.ｻﾏｰﾀｲﾑ実施による冷房の効率化 

5.ﾌｫｰｸﾘﾌﾄの始業前点検 

 

基準  173.95Kg-CO2/1万㎡ 

目標  173.95Kg-CO2/1万㎡ 

     （対基準 0％） 

実績  177.74Kg-CO2/1万㎡ 

目標達成率 97.9％ 

 

コロナ禍が続く中、生産量の不安定さやコロナ

濃厚接触者の休職などによる人員不足による

残業増加。また、猛暑による生産性の非効率

化やダクトクーラー増設などの要因により電気

使用量が増加となりました。 

デマンド管理最大電力量が 96～112 と安定は

しておりますが、2 月に 112に上がってしまいま

した。電気料金も高騰していますので、来期の

使用量に注視していきたいと思います。 

燃料使用量の削減 

1.ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟの徹底 

2.日常および定期的に点検を行い適

正な車輌整備を行う 

3.配送効率を考慮した生産計画 

4.ｴｺｶｰ（ﾄﾗｯｸ）入替 

5.営業車入替 

 

基準  93.69Kg‐CO2/1万㎡ 

目標  93.69Kg-CO2/1万㎡ 

     （対基準 0％） 

実績  85.32Kg-CO2/1万㎡ 

目標達成率 110％ 

目標達成となりました。 

営業活動が戻りつつあるためガソリン使用量

は増加しておりますが、お客様へのロット改

善や危険な納品荷卸しの改善、ホワイト物流

への理解などをお願いし少しずつ結果が表

れてきました。また、今期は遠方への配達を

送り（路線便）へ切替て送料を見える化いた

しました。来期もさらに効率化を図っていきた

いと思います。 

 

廃棄物の削減 

1.可能な限り裏紙利用する 

2.文書管理電子化のさらなる有効利

用 

3.５S活動の実施 

4.汚れの少ないｳｴｽ軍手の再利用 

5.抜き工程の歩留り向上 

6.分別ﾎﾞｯｸｽ設置および分別の徹底 

7.木ﾊﾟﾚ修理再利用化 

8.版、型の定期的な処分実施 

 

基準  7.41t 

目標  7.34ｔ 

     （対基準△1％） 

実績  10.37ｔ 

目標達成率 70.8％ 

 

今年度は、11月から 2月にかけて、木型と 3月

に版の処分を行いました。数年分まとめての処

分となったため廃棄物量が増加となりました。 

このイレギュラーな処分 4250Kg を除くと、前年

比 82.6％となり、目標達成率も 120％となりま

す。来期以降も、工場内の 5S 活動でのごみ処

分を計画しておりイレギュラー部分もきちんと管

理していきたいと思います。 

また、注文書、見積書、請求書など電子化が進

みペーパレスか加速しています。弊社も遅れな

いよう対応していきたいと思います。 

水資源使用量の削減 

1.節水ｼｰﾙ貼付とﾎﾟｽﾀｰ掲示 

2.循環式版洗い機適正使用. 

3.排水等の監視測定、設備の定期点

検の実施 

 

基準  350㎥ 

目標  347㎥ 

     （対基準△1％） 

実績  359㎥ 

目標達成率 96.7％ 

当初は、機械修理や休日出勤等の影響も少なく順

調に削減できておりましたが、夏の猛暑が続く中、ダ

クトクーラー2 台を追加リースし対応した結果、残念

ながら未達成となってしまいました。 

気候による影響なので、残念ですが、来期には目標

達成したいと思います。 

グリーン購入の促進 

1.有害性の少ない資材の購入 

2.省エネ性の高い電気製品の購入 

3.燃費のよい自動車の採用 

4.事務用品ｸﾞﾘｰﾝ購入比率向上 

 

事務所ｴｱｺﾝ 4台入替 

ﾋｰﾀｰ 2台購入 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙはかり台 2台購入 

携帯電話機 12台入替 

 

事務所内のｴｱｺﾝ 4 台を入替いたしました。冬場

の故障だったため急遽ﾋｰﾀｰを 2 台購入いたしま

した。携帯電話機も続けて何台も故障したため寿

命と判断しすべて入替をいたしました。今期でき

ませんでしたトラック、自動車は来期以降再検討

いたします。 
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取組み計画 達成状況 評価（結果と今後の方向） 

環境に優しい製品の提案推進 

1省資源設計. 

2.ｴｺ梱包資材の提案 

3.環境配慮製品の販売促進. 

4.環境経営材料ﾒｰｶｰと取引拡大 

・化成品（ｽﾁﾛｰﾙ）使用をｵｰﾙ

段ボール化提案採用 

・OPP ﾃｰﾌﾟ巻を撥水段ボール

化提案採用 

・樹脂箱をﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙｹｰｽへ採用 

・クラフト梱包廃止しﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙｹｰ

ｽでの直接納入へ変更 

 

原材料値上げが続く中、価格はもちろん効率

化などお客様も関心をもってくださり、提案採用

が多くなってきています。とくに、OPP テープを

箱に巻き付けていたのを撥水段ボールに変更

したものは、段ボール価格は上がりますがＯＰ

Ｐテープ代と巻付け作業費が削減できたことに

大変喜んでいただきました。今後は、ＳＤＧを念

頭にいろいろご提案していければと思っており

ます 

 

環境保全取組実施率の向上 

1.教育訓練の実施 

2.取組状況ﾁｪｯｸ（毎年） 

3.ｴｺｱｸｼｮﾝ 21 ｼｽﾃﾑの確実な実施 

4.工場周辺の溝清掃、地域ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

活動参加 

5.工場見学者の受入 

6.環境ＧＳの実施 

 

・6/30（木）工業団地一斉清掃

活動に 20 名参加し 280Kg のゴ

ミを回収 

・5 月ＦSC 認証を取得いたしま

した。 

・7 月金融機関様のｻﾎﾟｰﾄを受

け SDGｓ宣言をいたしました。 

持続可能な森林の利用と保護を図ろうとする、

ＦＳＣ認証を取得いたしました。今後は、具体的

に吉田紙器工業と商品をアピールしていけれ

ばと考えております。また、金融機関様のサポ

ートを受けて SDGｓ宣言をいたしました。エコア

クション 21とＦＳＣ認証とＳＤＧｓを基準に今後も

判断し取り組んでいければと思っております。 

 

  

 

.環境保全取組活動 

工場周辺清掃活動 

 鞍掛工業団地一斉清掃の様子です。 

 今年も、新型コロナウイルス感染症への各社対応判断により、自由参加となりましたが、弊社は十分な対策をとりなが

ら実施いたしました。 
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６．環境関連法規の遵守状況確認、評価並びに違反、訴訟等の有無 

 

  当社に関連する主な法規制は下表の通りである。 

また、関連法規制の遵守状況確認を毎年１回実施しており、違反、訴訟等はありませんでした。また、地域住民、 

関係機関からのクレームも３年間ありませんでした。 

 

主な適用法規    当社の対応 遵守状況 

循環型社会形成推進基本法 

廃棄物処理法 

群馬県環境基本条例 

群馬県生活環境の保全に関

する条例 

・廃棄物の削減 

・廃棄物の適正処置の確保 

・産業廃棄物保管基準遵守 

・産業廃棄物処理委託基準の遵守 

・産業廃棄物管理票の管理義務 

・産業廃棄物管理票交付等状況報告書提出 

 

 

   遵守確認済 

省エネ法 

群馬県地球温暖化防止条例 

・電気使用量の把握、削減 

・燃料の把握、削減 

   遵守確認済 

騒音規制法 

群馬県生活環境の保全に関

する条例 

公害防止協定書（邑楽町） 

・特定施設設置の届出 

・規制基準の遵守（測定結果確認１回／年） 

   遵守確認済 

振動規制法 

群馬県生活環境の保全に関

する条例 

公害防止協定書（邑楽町） 

・特定施設設置の届出 

・規制基準の遵守（測定結果確認１回／年） 

   遵守確認済 

水質汚濁防止法 

群馬県生活環境の保全に関

する条例 

公害防止協定書（邑楽町） 

・規制基準の遵守 

・委託業者の測定結果の確認１回／月 

   遵守確認済 

浄化槽法 

群馬県浄化槽法施行規則 

・浄化槽の届出 

・清掃、点検及び法定検査 

   遵守確認済 

工場立地法 

群馬県工場立地適正化条例 

緑化協定書（邑楽町） 

特定施設の届出 

規制基準の維持（敷地に対し 20％以上） 

遵守確認済 

フロン排出抑制法 点検表にて簡易点検 1回/3か月 遵守確認済 

悪臭防止法 臭気指数規制値 21 遵守と事故時応急処置、

報告、改善対策 

遵守確認済 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



11 

 

 

2022.11.29 

７．代表者による全体評価と見直しの結果 

 

全
体
評
価 

項目 評価の内容 

環境への取組は適切に実施

されているか 

電力使用量及び水資源使用量が目標未達成となってしまったが電機

使用量と燃料使用量の合計した１万㎡当たりの二酸化炭素排出量は

削減されております。 

廃棄物の削減も目標未達成となっておりますが、版・型の廃棄を行

った事は５Ｓの視点からは評価できます。毎年削減目標を達成しな

がら計画的な廃棄を検討してください。 

全体的に環境への適切な取り組みがされていると判断いたします。 

環境経営システムが有効に

機能しているか 

環境経営の視点からＦＳＣ認証とＳＤＧｓ宣言を行ったのは成果の

一つと評価できる。 

見
直
し
・
指
示 

対象 変更の有無 見直しの内容・指示 

環境経営方針 有 FSC認証に伴い改定を行った。今後共方針内容のブラッシュアップ

を続けて下さい。 

環境経営目標  

有 

FSC認証とSDGｓ宣言により更なる教育などを検討してください。 

環境経営計画 

実施体制 無 特になし 

 

 ５８期はコロナの感染拡大、海外でのロックダウンによる輸入製品不足、ウクライナ・ロシアの戦争の衝撃と

エネルギー問題、円安問題、各種品物の値上り、段ボール製品値上げ活動等、経済環境や生活環境、人員不足等

の厳しい１年となりました。特に８月前後の猛暑の中での生産活動は会社も従業員の皆様も大変な思いをいたし

ました。 

このような変化の大きな中で安定した生産活動を行えたのはお得意様のご理解、仕入先様のご協力そして何よ

りも従業員の努力によるものと心より感謝申し上げますと共に、環境活動と設備した機械の活躍等でありました。

環境経営を従業員の皆様と一緒に行って来たからだと考えます。 

 また、本年度はＦＳＣ認証を頂き、更に金融機関様のご指導にてＳＤＧｓ宣言も行えました。これらの審査時

にエコアクション２１による環境経営が大きな役割を果たしました。 

 次年度はエコアクション２１を中心に置きながらＦＳＣ製品の普及とＳＤＧｓ活動を統一した活動になるよ

うに環境経営を進めて参りたいと考えます。 

次年度もまだまだコロナ禍・世界情勢・経済環境・自然災害等に立ち向かっていかねばならないと思いますが

会社一丸となって前へ進んで行きましょう。 

 


